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In this essay consideration is given to the Tsutomu MIYAZAKI case (1988-89),in which four
 
little girls (from4to7year-old)were murdered successively by MIYAZAKI. Why did he have
 
to murder the four little girls cruelly？ The cause was probably MIYAZAKI’s complex emotion
 





















































































































































































































































































































































































































24 山 内 春 光
【参考文献一覧】
・佐藤正英ほか『親鸞の核心をさぐる［徹底討議］』青土社、1991年。
・佐木隆三『宮﨑勤裁判』（上・中・下）朝日新聞社、1991年～97年。後に同社から文庫本化された。
・宮﨑 勤『夢のなか―連続幼女殺害事件被告の告白』創出版、1998年。
・吉岡 忍『Ｍ／世界の、憂鬱な先端』文藝春秋、2000年。後に同社から文庫本化された。
・中安信夫『宮﨑勤精神鑑定書別冊―中安信夫鑑定人の意見』星和書店、2001年。
・一橋文哉『宮﨑勤事件―塗り潰されたシナリオ』新潮社、2001年。後に同社から文庫本化された。
・宮﨑 勤『夢のなか、いまも―連続幼女殺害事件元被告の告白』創出版、2006年。
・芹沢俊介『《宮﨑勤》を探して』雲母書房、2006年。
25連続幼女誘拐殺人事件・試論
